
公共施設のコスト計算書

【施設】 総面積 22.5 ha

瀬戸大橋記念館、ﾏﾘﾝﾄﾞｰﾑ､水の回廊、浜栗林、遍路ｷﾞｬﾗﾘｰ、芝生広場､

球技場､ﾀｰｹﾞｯﾄ・ﾊﾞｰﾄﾞｺﾞﾙﾌ場

【職員の状況】

職員 5５名

準職員 4３名

計 911名

●県債残高（R3.3.31現在）

【行政コスト】 令和 2 年度 (千円） 千円

（公園利用者数）

(マリンドーム利用日数）

●コスト指標

【収入項目】 (公園利用者1人当たりにかかるコスト）

●コスト縮減、利用向上に向けた取組み状況

●利用の状況

R２ 313,800 人

・公園維持管理業務内容の見直し（剪定樹木の選別、施工回数の見直し等）
・活性化対策の実施（広報・案内の充実、公園施設の充実、上映映像作品の更新）
・広報、案内の充実（観客誘致、広報宣伝等）

R元

788 円

H30 28

442,300 人

R２

施設の種類 都市公園 施設設置根拠 香川県都市公園条例

15

H30

設置目的 瀬戸大橋の意義や歴史を長く後世に残し伝えるため。

施設運営方法 全部委託：指定管理者（(公財)瀬戸大橋記念公園管理協会）

公債費（利子のみ）

21,394

858 円

R元 23

R２

R元 731 円

2,355

2,197

物にかか
るコスト

小計

H30 367,000 人

217,117

行政コスト合計　① 269,051

その他

1,948

19,446

減価償却費

その他

小計

その他の
コスト

30,540小計

31,423

85,692

物件費

維持補修費

53,267

県単独負担額　①－② 215,784

計　②

その他

3,652使用料・手数料

国庫支出金

11.4%

11.4%

49,615

5,344

94,658

11.7%

31.8%

35.2%

19.8%

80.2%

7.9%

100.0%

1.4%

30,334

18.5%

2.0%

80.7%

0.7%

7.2%

38,268

137,823

94,658

3,358

323,638

4,036

274,107

2,106

17,091

19,197

60,843

262,795

56,807

△ 47,011

△ 54,587

△ 384

△ 7,192

△ 7,576

206

△ 6,845

△ 52,131

△ 56,990

△ 158

1,986

206

整備事業費

記念館入館料

ブリッジシアター観覧料

前年度

30,33430,540
人にかか
るコスト

人件費

増減

280,786

県債

一般財源

その他

150円／人・時間

当該年度

施設名 瀬戸大橋記念公園

所在地 香川県坂出市番の州緑町、沙弥島 供用開始年度 昭和63年度

5,878,003千円

1,091,585千円

1,135,818千円

3,650,600千円

施設の概要

項目

利用料金

ターゲット･バードゴルフ場

球技場（学校等）

無料

無料

490円／時間

構成比

行政コスト計算書
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平成30年度

令和元年度

令和２年度

使用料 12 県負担額 616円 その他収入 160円

行政コスト 788円

使用料 12円 県負担額 688円 その他収入 158円

行政コスト 858円

利用者1人当たりのコスト負担の状況

行政コスト 731円

使用料 9円 県負担額 594円 その他収入128円


